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  国語科教育課題
１ 今、学校で
私は、立場上、小中学校の現職の先生方に直接会う機会に恵まれている。それは、校長・教
頭という管理職の先生であったり、教務・校務主任であったり、普通のいわゆる教諭であった
りと、その職種は様々である。こうした先生方と今日の学校教育について話し合うことは、私
にとって極めて有意義なことである。とくに国語科教育についての話は、多くの示唆を与えて
くれるし、考えさせてもくれる。直接的・間接的に学生への指導内容や指導方法の参考にもな
る。
 国語科教育課題の所在
さいわい、愛知県教育委員会から、昨年・今年度と教員免許法認定講習会「国語科教育」
の講師を依頼された。参加者は、小学校を中心にした現職教員で、小学校教員普通免許状１
種を取得したい教員である。学習意欲に燃えている集団といっていい。だからこそ、問題意
識を持って参加してもらいたいと考え、国語科指導で「困っていること」について提出いた
だいた。
そこに書かれていた事柄や前述の腹蔵なく語り合える先生方との話から、その全体的傾向
を知ることができた。私見を加えながら項目的に整理すると、次のようになる。
ア 国語科学習指導要領の変わった点はどんなことか。「伝え合う力」が大切だというが、
今、なぜ「伝え合う力」なのか。その背景は「国際社会に生きる日本人の育成」に関係し
ていると思うが、読むことの時間数が最も多いのだから、「伝え合う」中身をこそ充実さ
せることが大切だと思う。そうすれば国語の力が付く。
イ 伝え合う力について、実践してきたことは、声の大きさ・速さや間の取り方、話の構成
や表現の工夫、説得力ある話し方であるが、そうした技術的なことよりも、内容や幅を広
げることが大切だ。自信を持たせることだ。
ウ 書くこと（作文指導）については、一般的な指導方法として、取材・構想構成・記述・推
敲の過程をたどる。この過程をいつもたどるとすれば、子どもは飽きてしまうから、重点
的に指導することが求められる。この指導でも、技術的なことより内容を膨らますことが
できる活動を多くするというのはどうだろう。
私自身、書くことが苦手なので「伝え合う力」が働いて、子どもにも苦手意識が伝わる。
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とすれば私自身、せめて苦手でないようにならなければ。
エ 読むことの時間は、どの学年も国語科授業時数のほぼ半分を占めているから、この時間
を有効に使いたい。読解力を伸ばすために文学的文章や説明的文章のおもしろさを教師自
身がよく分かっていることが最も大切だ。そのために教師は、教材研究の方法と技術を習
得しなければならない。とくに、一時間ごとの課題をどう設定するかが分かれば、楽しく
おもしろい授業が展開できるように思う。
オ 漢字指導については、授業時間内での定着は無理だと考えている教師が多い。文字は「分
かる・書ける・使える」ことが大切であり、地道な短時間の反復練習が効果的である。
また、漢字は、６年生までに１，００６字を学習する。６年生では、５年生までに配当され
た漢字の読み書きはできるようにし、６年生の配当漢字については、読みだけでよいこと
になっているが、それでいいのか。
カ 国語科を好きにさせ、興味を持続させる授業については、初発の感想を生かして一時間
ごとの課題を設定し、一問一答式にならない適切な発問や板書を工夫して、一人一人を生
かす十分な教材研究が求められる。
 国語科教育課題の焦点化
以上のように、実際に国語科教育に携わっている先生方が指導上「困っている」という課
題は多岐にわたるが、もっとも大切なことは「よい授業・望ましい授業の構築」である。そ
のためには、まず、新しい学習指導要領が求めていることは何なのかを理解した上で、不適
切な考えを排除し、足りない事柄を補った指導を目指さなければならない。
次に、教材研究の方法として、教材構造図を作成する。このことによって、教師は、教材
とする文章の内容を正しく把握することができる。その教材構造図には、構造図そのものの
他に、 主題や要旨、 教材とする文章の指導に要する時間と１時間ごとの指導範囲、
 教材のどこで、どんな発問をするかの３点をＢ４用紙１枚の教材構造図に書くようにす
る。
そうすれば、児童生徒の初発の感想に示された疑問点を学習課題として設定しやすくなる
上に、１時間ごとの課題の設定も容易になる。また、一問一答式にならない望ましい発問が
何であるかも分かってくる。
その他、考えさせる板書、意欲を引き出す板書、学習事項の分かる板書を工夫して、視覚
的に示すことも必要であり、目的をもった机間指導をすることにより、いろいろな場面で把
握した児童生徒一人一人の良さや可能性を生かすこともできるようになるはずである。
したがって、興味を持続させ、国語科を好きにさせることも可能となり、国語科教育の多
くの課題は解決されることになる。
本稿では、これらの問題についての具体的な実践を報告して提案し、諸兄の批判を仰ぎた
い。
 課題解決の方法
１ 現学習指導要領が求めていること
 現学習指導要領誕生の経緯
平成８年７月「これからの学校教育のあり方」についての中央教育審議会第一次答申を受
けて、その８月に文部大臣は教育課程審議会に対して、幼小中高校、盲聾養護学校の「教育
課程の基準の改善について」諮問した。その後教育課程審議会は、２年にわたって審議し、
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平成１０年７月に答申した。この答申においては、幼児・児童・生徒の実態、教育課程実施の
状況、社会の変化を踏まえつつ、完全学校週５日制の下、「ゆとり」の中で「特色ある教育」
を展開し、幼児・児童・生徒に「生きる力」を育成することを基本的なねらいとし、次の方
針に基づき改訂することを提言した。
 豊かな人間性や社会性、国際社会に生きる日本人としての自覚を育成すること
 自ら学び、自ら考える力を育成すること
 ゆとりのある教育活動を展開する中で、基礎・基本の確実な定着を図り、個性を生かす
教育を充実すること
 各学校が創意工夫を生かし、特色ある教育、特色ある学校づくりを進めること
これらのねらいに基づき、教育課程の編成、授業時数、各教科等の内容の改善方針が示さ
れた。
 国語科の改善の基本方針について
このことについては、以下のように示されている。
小学校・中学校・高等学校を通じて、言語の教育としての立場を重視し、国語に対する関
心を高め国語を尊重する態度を育てるとともに、豊かな言語感覚を養い、互いの立場や考え
を尊重し言葉で伝え合う能力を育成することに重点を置いて内容の改善を図る。特に、文学
的な文章の詳細な読解に偏りがちであった指導のあり方を改め、自分の考えをもち、論理的
に意見を述べる能力、目的や場面などに応じて適切に表現する能力、目的に応じて的確に読
み取る能力や読書に親しむ態度を育てることを重視する。
しかしながら、この基本方針の「文学的な文章の詳細な読解に偏りがちであった指導のあ
り方を改め」ることについて、学習指導要領解説では「人物の気持ちの読み取り」は５・６
年生でまとめて指導するよう指示している。登場人物の気持ちの読み取りは、学年の程度に
合った文章でその時々に指導する方が心が耕されると思うがどうだろう。「論理的に」を優
先し、登場人物の心理心情を軽く扱うのは、ただでさえ心の荒廃を招いている今日にあって、
時代にふさわしい対応とは思えない。
 改訂の要点について
ア 「伝え合う力を高める」ことを目標に位置付けたことは、悪くはない。しかし、読むこ
との時間数が国語科の半数以上を占めているのに、学校現場の多くがそれを軽視する傾向
にあり、「伝え合う力を高める」ため、話すこと・聞くことの指導に多くの時間と労力を
費やしているのは、妥当なこととは思われない。
この原因は、いろいろ考えられるが、学習指導要領に示された、時代の流れに遅れまい
とする学校側の意識にもありそうである。流行を追うことも結構であるが、教育の不易の
面を忘れてはならないと考えている。
イ 領域構成が、Ａ 理解、Ｂ 表現、言語事項の２領域１事項から、Ａ 話すこと聞くこ
と、Ｂ 書くこと、Ｃ 読むこと、言語事項の３領域１事項となった。
これは、国語の力を調和的に育てるために、各領域の特性を生かしながら言語活動を活
発にし、言語の教育としての国語科の目標を確実に実現するためであるというが、今まで
の学習指導要領と大差ない。
ウ あくまでも「言語活動例」であり、縛られることはないが、領域にふさわしい言語活動
例が示されたことは、進歩である。（別表１のとおり）
エ 目標、内容、言語活動例が２学年のまとまりとして示されたことは、国語科の指導内容
教材研究の一方法
－１６９－
が系統的・段階的に上の学年につながっていき、螺旋的・反復的に繰り返しの学習を基本
としているからであって、当然である。
オ 漢字の読みについては、学年別漢字配当表の漢字を当該学年で指導するが、漢字の書き
については、漸次書くようにし、上の学年までに時間をかけて指導する。
ちなみに学年別漢字配当表の漢字数は、１年＝８０字、２年＝１６０字、３年＝２００字、４年
＝２００字、５年＝１８５字、６年＝１８１字の合計１，００６字である。したがって、６年生では、５
年までの配当漢字８２５字の読み書きができ、６年配当漢字１８１字が読めて、そのうちの相当
数が書ければよいということである。
しかし、この措置は、時間数削減に伴う苦肉の策で、漢字を知らない日本人を作りなさ
い、漢字を知らなくても仕方がないと言っているのも同然である。国語科の目標である「伝
え合う力」は、主として書くことと話すこととが相俟って達成されるものであるが、書け
なくても読めればよいという考えは、文字よりも音声重視であると批判されても仕方がな
い。
カ 指導事項を重点化したこと
┌──────────┬────────────┬────────────┐
│ １・２ 年 │ ３・４ 年 │ ５・６ 年 │
├──────────┼────────────┼────────────┤
│○音 読 │ │ │
├──────────┼────────────┼────────────┤
│ │○段落相互の関係 │ │
├──────────┼────────────┼────────────┤
│ │ │○人物の気持ちの読み取り│
├──────────┼────────────┼────────────┤
│○正しい発音・発声 │○適切な音量や速さ │ │
├──────────┼────────────┼────────────┤
│ │○指示語や接続語 │ │
├──────────┼────────────┼────────────┤
│ │ │○語感や言語感覚 │
├──────────┼────────────┼────────────┤
│ │○語句の性質や類別 │ │
└──────────┴────────────┴────────────┘
２ 教材研究のための教材構造図の作成
 文学的文章に関する国語科用語の定義
主人公、主題、情景、場面などの用語は、世間一般でも国語科でもよく使われるが、共通
理解がなされず定義が定まっていない。以下の説明でこれらの用語を使用しなければならな
いので、私なりの解釈・説明を記して誤解のないようにしたい。
ア 主人公
一般的には小説・脚本などの中心人物だと理解されている。中心人物であるから当然、
主人公は作品の中では最初から最後まで登場しており、最初と最後では心情の変化あるい
は心の成長が、最も著しいと認められる人物ある。従って、通常、主人公は１人である。
イ 主 題
一般的には小説・脚本など芸術的作品の中心となる思想内容であり、テーマとも言われ
ている。「作品は、作者がある思想や意図をもち、それを最も効果的に、しかも、読み手
を感動させながら読み進めさせるために、いろいろな工夫をし、作品として表現したもの
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である。したがって、作者の思想や意図が表現されている場合が普通ではあるが、多少ず
れている場合もある。作者が意図していなかった別な意味を作品の中に内包しているもの
もある。このことは、作品というものは、作者の思想や意図があって生み出されたもので
あるけれども、作者の手から離れると、作者とは別の独立した存在になることを示してい
る」（『国語教室ハンドブック』p．６０～６１，明治図書、共著）
私たちが、文章の表現に即して楽しみながら読み、登場人物の心理・心情を追っていく
ということは、作品の中に埋もれている主題、作品そのもが持っている主題を掘り出すこ
とでもある。「動物に対する愛情」とか「子を思う親の気持ち」というレベルの言葉は、
作者の思想であり考え方であって、「作品そのもが持っている主題」ではない。逆に言え
ば、作品にはそれぞれ固有の「主題」があるということである。
ウ 情 景
辞書的には、その人の目に映じたありさまで「ほほえましい情景」「その時の情景が目
別表１ 言語活動例（小学校） ◎印は１年生中心に指導するもの
学年 時数 Ａ 聞く・話す Ｂ 書 く Ｃ 読 む
?
?
?
?
２７２
２８０
◎尋ねたり応答したりす
る。
○体験したことを話す。
○友達の話を聞く。
○読んだ本の中で興味をも
ったところを紹介する。
年間３０時間、１１％
◎絵に言葉を入れる。
○伝えたいことを簡単な手
紙などに書く。
○先生や身近な人に尋ねた
ことをまとめる。
○観察したことを文などに
表す。
年間９０時間、３２％
◎昔話や童話などの読み聞
かせを聞く。
○絵や写真などを見て想像
を膨ませながら読む。
○自分の読みたい本を探し
て読む。
年間１６０時間、５７％
?
?
?
?
２３５
２３５
○身近な話題についてスピ
ーチする。
○要点などをメモに取りな
がら聞く。
○身近な出来事や調べた事
柄について説明・報告す
る。
年間３０時間、１３％
○手紙を書くこと
○疑問に思ったことなどに
ついて調べてまとめる。
○経験したことを記録文や
学級新聞などに表す。
年間８５時間、３６％
○読んだ内容などに関連し
た他の文章を読む。
○疑問に思ったことなどに
ついて関係のある図書資
料を探して読む。
年間１２０時間、５１％
?
?
?
?
１８０
１７５
○自分の考えを資料を提示
しながらスピーチする。
○目的意識をもって友達の
考えを聞く。
○調べたことやまとめたこ
とを話し合う。
年間２５時間、１４％
○礼状や依頼状などの手紙
を書く。
○自分の課題について調べ
てまとまった文章に表
す。
○経験したことをまとまっ
た記録や報告にする。
年間５５時間、３１％
○読書発表会を行う。
○自分の課題を解決するた
めに図鑑や事典などを活
用して必要な情報を読
む。
年間１００時間、５５％
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に浮かぶ」のように使われるが、国語科の文学的文章では、そこに描かれている景色と登
場人物の心理・心情とは「一体化されている」と考えることが大切である。
例えば、『故郷』（魯迅）の冒頭の描写、
「厳しい寒さの中を、二千里の果てから、別れて二十年にもなる故郷へ、わたしは帰った。
もう真冬の候であった。そのうえ、空模様は怪しくなり、冷たい風がヒューヒュー音を立
てて、船の中まで吹き込んできた。苫のすき間から外をうかがうと、鉛色の空の下、わび
しい村々が、いささかの活気もなく、あちこちに横たわっていた。覚えず寂寥の感が胸に
込み上げた。ああ、これが二十年来、片時も忘れることのなかった故郷であろうか。」
これは、景色の描写であるが、登場人物「わたし」の心理・心情でもある。
したがって、文学的文章の読解では、心理・心情の「情」と景色の「景」とを合わせて
「情景」だと理解するのが適切である。
エ 場 面
広辞苑には「その場の様子。光景。芝居や映画などの一情景。シーン」とあるが、国語
科の文学的文章では、「その場の様子」という「その場」とは何かということが問題とな
る。それは、登場人物に変化がなくても登場人物のいる場所が変わったとき、その場所へ
の人物の出入りがあったときなどである。これらは、それぞれ別な「場面」だと理解する
のが適切である。
 文学的文章の教材研究としての教材構造図の作成手順
教師は、教材とする文学的文章の内容を正しく把握するために、教材研究をしなければな
らない。その一つの方法として教材構造図を作成する。次ページの表は「一つの花」の教材
構造図である。
文学的文章における教材構造図作成の基本的手順は、次のとおりである。
ア Ｂ４用紙を縦にして作成する。
イ 最上段に「教材構造図（作品名）」とし、その次の行に左から順に「場面・情景」「主たる
登場人物（２～３人）」を書く。教科書掲載作品の多くは、主たる登場人物は２人である。
ウ 文章全体を熟読し、展開に即して順次「場面・情景」を書いていく。
エ 次に、登場人物の言動・説明等を該当する人物の下に書いていって構造図として完成す
る。その際、通常、言動のすべては書き切れないので、作品が表現していることに照らし
て重要なものに絞る。
オ そのうち、特に重要なものを太い線で囲み、次に重要なものを細い線で囲む。
カ それぞれの登場人物の言動、説明等を考え合わせて縦の線でつなぐ。心情の変化・成長
が認められるときは、そこから縦の線を太くする。従って、縦の線は当初は細く次第に太
くなるのが普通である。登場人物の言動・説明等は縦の線で表されるから、縦の線の太い
方が主人公だということになる。主人公は、当然、作品の中に最初から最後まで登場して
いる。
キ 作品が表現していることが「主題」である。主題は、主人公の心情の変化・成長と大き
くかかわっているから、構造図の縦横の線をじっくり眺めて、作品の主題を把握する。「主
題」は（２５０±５０）字に収める。
ク 教材研究のための教師の読みは、３つの姿勢が求められる。１回目は一読者として素直
に作品と向き合い、登場人物になりきって喜怒哀楽をともにする。２回目は児童生徒とし
て、一読者としての読みと同様、素直に作品と向き合うが、分からないところがどこで、
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疑問に思うところがどんな事柄かを考えながら読む。３回目は教師として読む。
ケ すなわち、この教材に対する児童生徒の実態を考えて、この教材の指導には何時間が必
要かを熟慮し「場面・情景」の欄に 線で示す。
「一つの花」の場合、・・が示してあるが、第１時は作品を通読して、感動した
こと、分からないところや言葉、疑問に思うことなどについて、話し合ったり書かせたり
するので、教材構造図にはない。第２時にの部分を、第３・４時にそれぞれ・の
部分を読解に充てるという計画である。第５時に「ゆみ子に手紙を書く」ことを計画して
いるので、この教材の指導に要する時間は５時間であるが、この	も示されていない。
コ また、教材のどこで、どんな発問をするかを「Q１」から「Qn」まで構造図中に具体的
に示しておけば、大切な事柄を落とすことなく指導できる。「一つの花」の場合、Q１か
らQ８までの発問が用意されている。また、児童生徒の初発の感想に示された疑問点を学
習課題として設定できるので、１時間ごとの課題が明確になり、授業の焦点化ができる。
サ 以上の事柄のすべてをB４用紙１枚に書いて教材構造図の完成である。この教材構造図
作成のために、指導者は教材を何度も読み返す必要に迫られるから、本当の教材研究とな
る。
 説明的文章の教材研究としての教材構造図の作成手順
教師は、教材とする説明的文章の内容を正しく把握するために、教材研究をしなければな
らない。その方法として文学的文章と同様、教材構造図を作成する。１７６ページの表は「体
を守る仕組み」の教材構造図である。
説明的文章における教材構造図作成の基本的手順は、次のとおりである。
ア Ｂ４用紙を縦にして作成する。
イ 最上段に「教材構造図（説明的文章の題名）」とする。その次の行の左側に「段落」とし、
その下に段落（形式段落）番号とその段落の最初の言葉又はそれに準ずる言葉又は段落の要
点等を書く。
ウ 文章全体を熟読し、どんな事柄を説明しているか、そのための主な言葉を読み取る。「段
落」と書いた右側に「内容や事柄を示す言葉１」「内容や事柄を示す言葉２」を書く。こ
の言葉は、原則として本文中の言葉から２～３選ぶ。教材「体を守る仕組み」の場合、「内
容や事柄を示す言葉１」は「体を守る仕組み」、「内容や事柄を示す言葉２」は「微生物」
とした。
エ 次に各段落に書かれている内容の要点を「体を守る仕組み」や「微生物」のどこに位置
づけられるかを考え、それぞれ該当するところの下に順次書いていく。その際、説明のす
べては書き切れないので、説明的文章が主張している事柄に照らして重要なものに絞る。
オ そのうち、特に重要なものを太い線で囲み、次に重要なものを細い線で囲む。
カ 最初の段落の文・文章以外、各段落の文・文章は、それ以前の段落の内容を受けて書か
れているから、文章の流れ（要旨につながる）を縦の実線で上から下へつなぐ。「内容や事
柄を示す言葉」の下に書かれたもののうち、論旨の展開で重要だと認められるものは、そ
こから下の縦の線を太くする。従って、縦の線は最初は細く次第に太くなり、説明的文章
が主張している事柄につながって行き、構造図としての図が完成する。
キ また、段落相互の関係を見ながら、左端に示した段落番号の間に 線など適切な印
をつけて、一つの「まとまり」であることを示す。これが指導の区分を考える手助けとな
る。
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ク 説明的文章が主張している事柄が「要旨」である。要旨は、「内容や事柄を示す言葉」
と大きくかかわっているから、構造図の縦横の線をじっくり眺めて、文章の要旨を把握す
る。「要旨」は（２５０±５０）字に収める。
ケ 説明的文章においても、文学的文章の教材研究と同様、教師の読みは、３つの姿勢が求
められる。１回目は一読者としてどんな事柄がどう説明され、どんな新しい知識・感動を
得たかを読む。２回目は児童生徒として、一読者としての読みと同様、素直に文章と向き
合うが、新しい知識・感動は何か、分からないところがどこで、疑問に思うところがどん
な事柄かを考えながら読む。３回目は児童生徒の実態を思い浮かべ、どの部分を、何を重
点にして、何時間かけ、どう指導するかなど教師として読む。
コ すなわち、この教材に対する児童生徒の実態を考えて、この教材の指導には何時間が必
要かを熟慮し「段落」の欄に示す。上の「キ」も参考になる。
「体を守る仕組み」の場合、・が示してあるが、第１時は、通読して新しい知識・
感動は何か、分からないところがどこで、疑問に思うところはどこかなどについて話し合
ったり書かせたりするので、はない。第２時にの部分、第３時にの部分の読解に充
てるという計画である。
サ また、文学的文章の場合と同様、教材のどこで、どんな発問をするかを「Q１」から「Qn」
まで構造図中に具体的に示し、大切な事柄を落とすことなく指導できるようにしておく。
「体を守る仕組み」の場合、Q１からQ６までの設問を用意している。このことは、児童
生徒の初発の感想に示された疑問点を学習課題として設定できるので、１時間ごとの課題
が明確になり、授業の焦点化ができる。
シ 以上の事柄のすべてをＢ４用紙１枚に書いて教材構造図の完成である。
３ 研究の成果
 教材研究としての教材構造図作成の効果
現職の先生方に、教材研究をすることについていろいろ説明した上で、教材構造図を作成
し、その後、感想を書いていただいた（平成１５．８．８）。いくつかの声を記す。
ア 小学校に転任して７年目、初めて物語文や説明文の構造図を書いた。構造図を作成すれ
ば、人物の心が何によって、どう変わったかがはっきり分かる。これからは、教える前に、
自分なりに構造図を書いて授業に臨みたい。（４９歳・男性・小学校教諭）
イ 新指導要領になってから、とかく総合学習ばかりが研究授業として取り上げられ、今回
のような丁寧な教材の分析、授業の工夫が少なくなってきたように思います。久ぶりに国
語の授業のおもしろさを実感することができました。やはり一つの作品を子どもとちと学
び合おうとすれば、最初に作品全体の分析を的確に行い、その上で教師の思いをしっかり
させておかないと、いい学びにならないのだなあと改めて感じました。（４４歳・女性・小
学校教諭）
ウ 教材研究の大切さを感じた。 一読者として読む、 子どもの立場に立って読む、
 教材のどの場所で、どう指導していきたいか教師の立場で読む。
この３つは、本当に確実に行って行かなければ、何を教えるのか揺れてしまうと思った。
実際に「ごんぎつね」の教材構造図を書きながら、子どもを想像し、「ごんぎつね」の情
景を思い浮かべ、実際の授業を想像している自分がいた。（４１歳・女性・小学校教諭）
エ 教材構造図を書いてみて、教材の分析、発問計画等教材研究の重要性を再確認しました。
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横井先生の示された教材構造図の形式は、場面や登場人物の言動・心情を「Ｂ４用紙１枚
に一覧の形」でまとめることができ、参考になりました。今までに４年生は幾度か担任し、
幾度も「ごんぎつね」の教材研究をしましたが、今回初めて表現に即して時の流れや心の
変容を、すっきりと読み取りまとめることができました。（４５歳・女性・小学校教諭）
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オ これからの指導に生かしたいのは、教材構造図です。今までは、どうしても一問一答式
の授業になりがちでした。横井先生は「よい発問は教材研究から」と言われましたが、ど
ういう発問で子どもの思考に深まりができるのかは、まだよく分かりません。ですが、教
材構造図を書くことで、登場人物どうしのかかわり合いや事柄どうしのつながりが見えて
くるので、「こういう発問が考えられるかな」と何となく思い浮かべることができるよう
になりました。（３６歳・女性・小学校教諭）
 研究成果のまとめ
これら上記の声は、実践研究の成果である。まとめると次の５点になる。
ア よい指導は、最初に教材全体の構成や分析、何をどのように指導するかという教師の思
いがしっかりしていて初めて可能となる。
イ 教材研究のための読みは、次の３つ。一読者として読むこと 子どもの立場に立っ
て読むこと 教材のどこで、どう指導していきたいか教師の立場で読むこと。この３つ
を、確実に行わなければ、何を教えるのか、揺れてしまう。
ウ 教材構造図を書きながら、子どもを想像し、場面の情景を思い浮かべ、実際の授業を豊
かに想像することができる。
エ 構造図の形式の利点は、場面や登場人物の言動・心情を１枚の用紙に一覧の形にまとめ
ることである。したがって、表現に即して、時の流れや人物の心が、何によって、どう変
わったか等、心の変容をすっきりと読み取り、まとめることがでる。
オ 教材構造図を書くことによって、登場人物どうしのかかわり合いや事柄どうしのつなが
りが見えてくるので、どういう発問をすべきか、考えることができる。
 多くの労力と時間を乗り越えて
教材構造図を作成し、主題や要旨を適切に把握すれば、その教材の構成、登場人物の心理
心情とその移り変わり、段落の要点、段落相互の関係、文章そのものがもっている主題や要
旨などが明確になる。その上、その教材の指導に必要な時間、一時間ごとの課題の設定、発
問や板書計画など児童生徒への指導に大いに役立つことは、現場の先生方がすでに実証して
いてくれる。
文学的文章や説明的文章の教材構造図作成には、多くの労力と時間が必要となるが、様々
な効果や利点があり、期待できる成果もはっきりしているので、国語科教材研究の中心的な
方法として、本学学生にも習得させ、広く小中学校でも実践するよう紹介し、働きかけて行
きたい。
４ 今後の課題
 現行の学習指導要領が実施されて２年になる。各小中学校では、それ以前の２年間に、「生
きる力」の育成を基本的なねらいとして、教育活動全般にわたって新学習指導要領にスムー
ズに移行できるよう、実践し研究を深めて来た。この「生きる力」の育成に国語科はどうか
かわっていくべきかという大きな課題がある。
 また、各小中学校は、現行学習指導要領の目玉である「総合的な学習の時間」についても、
地域や学校、児童生徒の実態等に応じて、横断的・総合的な学習や児童生徒の興味・関心に
基づく学習など創意工夫を生かした特色ある教育活動を展開してきた。この「総合的な学習
の時間」において国語科が担うべきことはどんなことかなど、各学校の努力や成果の上にた
って考えなければならない。
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 ここに報告した教材構造図の作成についても、国語科の諸課題すべてを解決するわけでは
ない。教材構造図を作成して一時間一時間の指導に臨むことによって、国語科の「よい授業
・望ましい授業の構築」はある程度可能となるが、まだ十分とはいえない。それは、次の２
つのことが克服されないからである。
ア １つは、書くこと（作文指導）において、学年に応じた取材、構想・構成、記述、推敲の
各過程ごとの技術面の指導も大切であるが、児童生徒一人一人が内容を膨らますためにど
うするとよいかという問題である。学年に応じた題材を何にし、指導法はどうあるべきか
など課題が残っている。
イ ２つめは、漢字等文字指導について、簡単に定着できる方法あるとは考えられないが、
その代わり「楽しんで学習する」ことによって定着させる方法は、工夫すれば見つけるこ
とができるであろうと考えている。
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